
令和（元）年度

録画機能を使ったソーシャルスキルトレーニングの学習

教科名等
□国語　□社会　□算数/数学　□理科　□生活　□音楽　□図画工作/美術　□家庭/技術・家庭　□体育/保健体育
□特別の教科　道徳　□外国語/外国語活動　□総合的な学習の時間　□特別活動　☑自立活動　□各教科等を合わせた指導
□その他の教科　□その他（　　　　）

単元・題材名 ふりかえって学習しよう

授業の目標 自分の動作を確認して動作を修正し、適切なコミュニケーション動作ができる。

学力の３要素 □「知識及び技能」　☑「思考力・判断力・表現力等」　☑「主体的に学習に取り組む態度」

□通常の学級　☑通級による指導　□特別支援学級　□特別支援学校
□就学前　☑小学生　□中学生　□高校生以降
□特定されない

（　　４　）年　（　　１　）人

対象の障害 □視覚障害　□聴覚障害　□知的障害　□肢体不自由　□病弱・身体虚弱　□言語障害　☑自閉症
□情緒障害　□ＬＤ（学習障害）　□ＡＤＨＤ（注意欠陥/多動性障害）　□その他

□見ること　□聞くこと　□話すこと　□読むこと　□書くこと　□動くこと　☑コミュニケーションをすること　□気持ちを表現するこ
と
□落ち着くこと・集中すること　□概念（時間、大きさ等）を理解すること　□学習（計算、推論等）すること　□その他

・あいさつに自信がもてない。
・大人が目の前に並ぶと緊張や不安感を抱いて、泣いてしまう。
・あいさつの仕方が分からないことが困難さの背景として考えられた。

Aコミュニケーション支援（☑A1意思伝達支援　□A2遠隔コミュニケーション支援）
B活動支援（□B1情報入手支援　□B2機器操作支援　□B3時間支援）
C学習支援（□C1教科学習支援　□C2認知発達支援　☑C3社会生活支援）
D実態把握支援（□D1実態把握支援）

教員の模範動作や自分の動作をタブレット端末で動画撮影することで，あいさつの仕方を学ぶともに，自分のあいさ
つの動作に係る課題を客観的に捉えられるであろうと考えた。

使用した支援機器等教
材の名称と画像

・使用した支援機器：タブレット端末（Ｗｉｎｄｏｗｓ10）
・教材名称：録画機能

授
業
展
開

授業展開・支援の手立て

授業時数：３時間
手立て
①１・２時間目は、大人等にあいさつされる際の不安感に対応する指導をした。
②３時間目に支援機器等教材を使った指導をした。
　教員の手本動画を見た後、声と会釈の仕方について、自分の動画を撮影しながら改善した。

効
果
・
評
価

子供の様子や変容
および授業の評価

望ましいあいさつの動作ができるようになり、完成した動画を再生して、自信をもつことができた。
あいさつ週間に遅刻をせず登校することができた。
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活用の意図

支援機器等教材活用実践事例フォーマット

実践年度・タイトル
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学
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学校・学部・学年・人数

子供の困難さ


